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平成２４年８月８日、北海道教育委員会から、北海道の公立学校における調査結果の概要と

して、「平成24年度全国学力・学習状況調査 調査結果のポイント ～抽出調査結果～」が公

表された。苫前町教育委員会では、この調査結果を受けて苫前町の学力・学習状況を把握し、

各学校における指導の工夫改善に生かすために、調査結果の概要をまとめたものである。

◆ 平成２４年度全国学力・学習状況調査の概要

１ 調査の目的

○ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、児童生徒の学力や学習状況を把握

・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

○ そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

○ 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

２ 調査の対象学年

ア 小学校調査

・小学校第６学年、特別支援学校小学部第６学年

イ 中学校調査

・中学校第３学年、中等教育学校第３学年、特別支援学校中学部第３学年

３ 調査の内容

１）教科に関する調査（国語、数学、理科）

・主として「知識」に関する問題［国語Ａ、算数・数学Ａ、理科］

・主として「活用」に関する問題［国語Ｂ、算数・数学Ｂ、理科］

２）生活習慣や学校環境等に関する質問紙調査

・児童生徒に対する調査 ・学校に対する調査

４ 調査の方式

抽出調査及び希望利用方式（抽出調査の抽出率は約３０％）

５ 調査期日

平成２４年４月１７日（火）

６ 調査実施した学校・児童生徒数

【抽出調査対象校】 北海道（公立）

区 分 抽出調査対象（校） 抽出学校数（校) 児童生徒数（人）

小学校 １，１４６ ２２４ ８，５６１

中学校 ６４３ ２３５ １６，１００

合 計 １，７８９ ４５９ ２４，６６１

＊ 抽出調査には札幌市を含む。
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７ 児童生徒調査の質問内容（質問紙調査）

学習に対する関心･意欲･態度。総合的な学習の時間。学習時間等。学校生活等。家庭での

コミュニケーション。社会に対する興味･関心。自尊意識。規範意識等。

■ 苫前町の全国学力調査結果の概要

１ 児童生徒の学力状況の概要

【 小学校 】

区 分
国語Ａ知識

正答率（％）

国語Ｂ活用

正答率（％）

数学Ａ知識

正答率（％）

数学Ｂ活用

正答率（％）

理科Ａ知識

正答率（％）

理科Ｂ活用

正答率（％）

全 国 ８１．６ ５５．６ ７３．３ ５８．９ ６９．１ ５７．６

北海道 ７９．０ ５３．５ ６９．６ ５５．８ ６７．０ ５５．４

苫前町 ８３．６ ６２．７ ７６．７ ６２．８ ６７．７ ６０．７

(1) 国語Ａ 主として「知識」に関する問題

＊ 全道平均を 4.6 ポイント上回っている。

○ 特に平均正答率が高いものは、設問１一「漢字を正しく読む」(100%)、設問５「百科事

典を読み、目的に応じて中心となる内容を捉える」(94.7%)、設問８「日常生活で使われ

ている慣用句の意味を正しく理解する」(94.7%)などの問題である。

● 課題が見られるものは、設問２「狙いを明確にして質問する」(42.1%)で、話の中心や話

し手の意図を捉えながら聞き、狙いを明確にして質問することが重要である。

＊ 今後は、聞く目的を明確にしながら聞くと共に、話の要点や気付いたこと、疑問に思っ

たことなどをメモに取りながら話を聞くことができるように指導する必要がある。

(2) 国語Ｂ 主として「活用」に関する問題

＊ 全道平均を 9.2 ポイント上回っている。

○ 特に平均正答率が高いものは、設問２一「司会として収集した情報を捉え、まとまりご

とに整理する」(100%)の問題である。

● 課題が見られるものは、設問１二「目的や意図に応じ、適切に敬語を使いながら内容の

中心を明確にして書く」(47.4%)や、設問３四「複数の記事を結び付けながら読み、事実を

基にして自分の考えを書く」(31.6%)などで、目的や意図に応じ、敬語を適切に使いながら

効果的に書くことや、雑誌や新聞などを読み、それらに含まれる内容や構造を捉え、自分

の考えを広げたり深めたりすることが重要である。

＊ 今後は、丁寧語や尊敬語、謙譲語を適切に用いることができるよう繰り返し指導すると

共に相手の立場に立って書く事柄を整理することができるように指導する必要がある。ま

た、事実と感想、意見などとの関係を押さえて、自分の考えを明確に書くことができるよ

う指導する必要がある。
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(3) 算数Ａ 主として「知識」に関する問題

＊ 全道平均を 7.1 ポイント上回っている。

○ 特に平均正答率が高いものは、設問１(2)「除法の計算」(100%)など、四則計算に関する

ものである。

● 課題が見られるものは、設問３(1)「場面と図とを関連付けて、二つの数量の関係を理解

している」(36.3%)で、他の設問と比べ大きく落ち込んでおり、図に表すことで数量の関係

を捉えることが重要である。

＊ 今後は、図がどのような数量の関係を表しているかについて、図を読み取る活動を取り

入れ、基準量と比較量の関係を明確にすることが必要である。

(4) 算数Ｂ 主として「活用」に関する問題

＊ 全道平均を 7 ポイント上回っている。

○ 特に平均正答率が高いものは、設問１(1)「支払い方の工夫を解釈し、おつりの金額を硬

貨の種類と枚数に対応させることができる」(94.7%)である。

● 課題が見られるものは、設問２(2)「必要な情報を用いて、指定された高さにすることが

できるかどうかを判断し、その理由を記述できる」(31.6%)、設問４(3)「はかりを適切に

読み取り、与えられた条件を基に筋道立てて適切な数値を取り出して割合の大小を判断し、

その理由を記述できる」(31.6%)、設問５(3)「表から適切な数値を取り出して割合の大小

を判断し、その理由を記述できる」(26.3%)などである。

＊ 今後は、筋道を立てて考えたことを説明したり、理由付けしたりすることを記述する力

にまで高める必要がある。

(5) 理科

＊ 全道平均より、Ａは 0.7 ポイント、Ｂは 5.3 ポイント上回っている。

○ 特に平均正答率が高いものは、設問２(2)イ「学習した植物の成長の規則性を他の対象で

あるサクラに適用できる」(94.7%)、設問２(4)「植物の受粉と結実の関係について、科学

的な言葉や概念を理解している」(89.5%)、設問４(2)「方位磁針の名称を書く」(89.5%)

などの問題である。

● 課題が見られるものは、設問４(1)「方位磁針の適切な操作方法を身に付けている」

(15.8%)、設問４(5)「天気の様子と気温の変化の関係についてデータを基に分析して、そ

の理由を記述できる」(15.8%)などである。

＊ 今後は、観察や実験器具の適切な使い方や観察や実験のデータを正確に読み取った上で、

論理的に説明する力を身に付ける必要がある。

【 中学校 】

区分
国語Ａ知識

正答率（％）

国語Ｂ活用

正答率（％）

数学Ａ知識

正答率（％）

数学Ｂ活用

正答率（％）

理科Ａ知識

正答率（％）

理科Ｂ活用

正答率（％）

全 国 ７５．１ ６２．３ ６２．１ ４９．３ ５６．１ ４７．８

北海道 ７４．２ ６３．１ ６０．８ ４８．１ ５５．８ ４７．２

苫前町 ７３．４ ５８．５ ５１．６ ３９．６ ４８．８ ４６．１
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(1) 国語Ａ 主として「知識」に関する問題

＊ 全道平均より、0.8 ポイント低い正答率となっている。

○ 設問２一「手紙の前文の最初に書かれる言葉の名称を選択する」・設問７三オ「適切な

語句を選択する」・設問７六１「ローマ字で書く」等の正答率は 94.1％であり、相当数の

生徒ができている。

● 設問３二『「この村の月はまるでよく熟した夏ミカンだ」に使われている表現の技法の

名称を書く』ものである。正答率は 38.2％であり、比喩という言葉と結び付けて、表現の

技法を理解することに課題がある。設問６二「取り扱い絵表示の内容に加えて気を付けな

ければならないこととして適切なものを選択する」ものである。正答率は 38.2％であり、

本文中の情報を読み取ることに課題がある。

特に、設問７三エ「適切な語句を選択する（たなびく）」の正答率は 13.0％であり、課

題がある。これは、「たなびく」という言葉の意味を場面や情景と結びつけて理解してい

ないものと考えられる。

(2) 国語Ｂ 主として「活用」に関する問題

＊ 全道平均より、4.6 ポイント低い正答率となっている。

○ 設問２一『「被写体」を言い換えている言葉を本文中から抜き出す』の正答率は 88.2％

であり、相当数の生徒ができている。

● 設問１三「これからどのような言葉の使い方をしたいのかを具体的な言葉の例を挙げて

書く」の正答率は 14.7％であり、対談者の発言の内容を取り上げて自分の考えを具体的に

書くことに課題がある。

(3) 数学Ａ 主として「知識」に関する問題

＊ 全道平均より、9.2 ポイント低い正答率となっている。

○ 設問５（３）「三角柱の展開図として正しいものを選ぶ」の正答率は 97.1％、設問２（１）

「整数の加法と減法の計算をする」の正答率は 85.3％、設問５（２）「1 回転させると円

柱ができる平面図形として正しいものを選ぶ」の正答率は 82.4％等であり、相当数の生徒

が理解できている。

● 設問２（３）「整数 a を用いて、式２a で表すことのできる数を選ぶ」の正答率は 29.4

％であり、文字の値が整数のときに、式の値について考察することに課題がある。設問１

２「一次関数を表した事象を選ぶ」の正答率は 26.5％であり、具体的な事象における２つ

の数量の関係は、一次関数として捉えられるものがあることの理解に課題がある。設問１

５（２）「フリースローでボールの入った回数と人数の関係をまとめた図から、ボールの

入った回数の最頻値を求める」の正答率は 20.6％であり、資料を整理した図から最頻値を

読み取ることに課題がある。

特に、設問６（２）「n 角形の内角の和を求める式で、（n-２）が表すものを選ぶ」の

正答率は 14.7％であり、n 角形の内角の和を求める式１８０°×（n-２）における（n-２）

の意味の理解に課題がある。
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(4) 数学Ｂ 主として「活用」に関する問題

＊ 全道平均より、8.5 ポイント低い正答率となっている。

○ 設問４（１）「線対称な図形を対称の軸で折り返したとき、対応する点を答える」の正

答率は 85.3％であり、相当数の生徒ができている。それに対して、

● 設問１（２）「２つの人工衛星の軌道の長さの差を求める計算から分かることを選び、

その理由を説明する」の正答率は 8.8％であり、数学的な結果を事象に即して解釈するこ

とを通して、成り立つ事柄を判断し、その理由を数学的な表現を用いて説明することに課

題がある。

特に、設問５（３）「ＡＥの長さを求められるようにするための方法を説明する」の正

答率は 5.9％であり、問題解決の方法を数学的に説明することに課題がある。６（３）「正

多角形の頂点の数と正多角形の１つの外角の大きさの関係がどのような関数であるかを選

び、その理由を説明する」の正答率は 5.9％であり、正多角形の頂点の数と１つの外角の

大きさの関係を数学的に解釈し、その関係が成り立つ理由を説明することに課題がある。

(5) 理科に関する問題

＊ 全道平均より、Ａは 7.0 ポイント、Ｂは 1.1 ポイント低い正答率となっている。

○ 設問３（１）『野外観察で、「地層のつながりや広がり方」と「地層の成因」を調べる

ための技能において、着目する事象と観察の観点を選ぶ』の正答率は 85.3％であり、相当

数の生徒ができている。

● 設問４（４）「食塩水がいくらでも濃くできるわけではない理由を説明する」の正答率

は 35.3％であり、他者からの指摘を分析し解釈して、その根拠を説明することに課題があ

る。また、設問４（３）「実験結果から、食塩水の中で卵にはたらく浮力の大きさを求め

る式を書き、浮力の大きさを求める」の正答率は 23.5％であり、浮力を理解することに課

題がある。

特に、設問３（３）「地層観察の結果から､過去の火山活動が活発だった時期の回数につ

いての他者の考察を検討し、適切な回数を選び、その根拠を説明する」の正答率は 8.8％

であり、地層のつながりについて認識することと、他者の考察を検討し改善することに課

題がある。

２ 児童生徒の学習状況の概要

〔学習状況調査結果の傾向〕

質問紙調査は、子どもたちの生活習慣や学習環境などについての質問で構成されており

学習意欲、学習環境、生活の諸側面等に関する調査内容となっている。

本調査において、「している」「どちらといえばしている」と肯定的に解答した児童生

徒が８０％を超えたものを高い傾向、６０％未満を低い傾向として分類した。

◆ 苫前町の児童生徒が高い傾向（８０％以上）を示した質問事項

○ 小学校・中学校共通

＊ 朝食を毎日食べている。
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＊ 家の人と普段（月～金曜日）、夕食を一緒に食べている。

＊ 学校で友達に会うのは楽しいと思う。

＊ 学校のきまりを守っている。

＊ 友達との約束を守っている。

＊ 近所の人に会ったときは、あいさつをしている。

＊ 人の役に立つ人間になりたいと思う。

○ 小学校のみ

＊ 家の手伝いをしている。

＊ 家で学校の宿題をしている。

＊ 「総合的な学習の時間」の授業で学習したことは、普段の生活や社会に出たときに役

立つと思う。

＊ 普段の授業では、本やインターネットを使って、グループで調べる活動をよく行って

いると思う。

＊ 普段の授業では、自分の考えを発表する機会が与えられていると思う。

＊ 普段の授業では、学級の友達との間で話し合う活動をよく行っていると思う。

＊ 国語の勉強は大切だと思う。

＊ 国語の授業の内容はよく分かる。

＊ 国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う。

＊ 算数の勉強は大切だと思う。

＊ 算数の授業の内容はよく分かる。

＊ 算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う。

＊ 算数の授業で公式やきまりを習うとき、そのわけを理解するようにしている。

＊ 観察や実験を行うことが好きだ。

＊ 理科の授業で、観察や実験の結果から、どのようなことが分かったのか考えている。

＊ 理科の授業でものをつくることが好きだ。

○ 中学校のみ

＊ 毎日、同じくらいの時刻に起きている。

＊ ものごとを最後までやりとげて、うれしかったことがある。

＊ 人の気持ちが分かる人間になりたいと思う。

＊ いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う。

◆ 苫前町の児童生徒が低い傾向（６０％未満）を示した質問事項

○ 小学校・中学校共通

＊ 学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日当たり１時間以上勉強をする。

＊ 学校が休みの日に、１日当たり１時間以上勉強をする。

＊ 学習塾（家庭教師含む）で勉強している。

＊ 家や図書館で、普段（月～金曜日）、１日当たり３０分以上読書をする。

＊ 昼休みや放課後、休日に、本を読んだり、借りたりするために、学校図書室や地域の
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図書館へ月１回以上行く。

＊ 自分で計画を立てて、家で勉強している。

＊ 家で学校の授業の予習をしている。

＊ 家で学校の授業の復習をしている。

＊ 新聞やテレビのニュースなどに関心がある。

＊ 今住んでいる地域の行事に参加している。

＊ 学校や塾の先生・家の人以外の地域の大人と一緒に遊んだり、勉強を教えてもらった

りすることがある。

＊ 年上や年下の友達と一緒に遊んだり、勉強したりすることがある。

＊ ４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことは難しいと思わない。

＊ 学校の授業などで、自分の考えを他の人に説明したり、文章に書いたりすることは難

しいと思わない。

＊ 国語の授業で意見などを発表するとき、うまく伝わるように話の組み立てを工夫して

いる。

＊ 国語の授業で自分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように気をつけて書いてい

る。

＊ 長い文章を読むことは難しいと思わない。

＊ 理科の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考える。

＊ 将来、理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思う。

＊ 理科の授業で、自分の考えをまわりの人に説明したり発表したりしている。

＊ 理科の授業で、観察や実験の進め方や考え方が間違っていないかを振り返っている。

○ 小学校のみ

＊ 毎日、同じくらいの時刻に寝ている。

＊ 家の人と学校での出来事について話をしている。

○ 中学校のみ

＊ 自分にはよいところがあると思う。

＊ 「総合的な学習の時間」の授業で学習したことは、普段の生活や社会に出たときに役

立つと思う。

＊ 普段の授業では、本やインターネットを使って、グループで調べる活動をよく行って

いると思う。

＊ 普段の授業では、自分の考えを発表する機会が与えられていると思う。

＊ 普段の授業では、生徒の間で話し合う活動をよくやっていると思う。

＊ 国語の勉強は好きだ。

＊ 国語の授業の内容はよく分かる。

＊ 国語の授業で目的に応じて資料を読み、自分の考えを話したり、書いたりしている。

＊ 国語の授業で文章を読むとき、段落や話のまとまりごとに内容を理解しながら読んで

いる。

＊ 数学の勉強は好きである。

＊ 数学の授業の内容はよく分かる。
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＊ 数学の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を考える。

＊ 数学の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考える。

＊ 数学の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法がないか考える。

＊ 数学の授業で公式やきまりを習うとき、その根拠を理解するようにしている。

＊ 数学の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いている。

＊ 数学の問題では、言葉や式を使って最後まで解答を書こうと努力した。

＊ 理科の勉強は好きだ。

＊ 理科の授業の内容はよく分かる。

＊ 科学や自然について疑問を持ち、その疑問について人に質問したり、調べたりするこ

とがある。

＊ 理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役立つと思う。

＊ 理科の授業で、自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てている。

＊ 理科の授業で、観察や実験の結果をもとに考察している。

＊ 理科の授業でもの（簡単なカメラ、楽器、簡単なモーター、カイロなど）をつくるこ

とは好きだ。

＊ 理科の問題では、言葉や文章などを使って最後まで解答を書こうと努力した。

◆ 苫前町の児童生徒が全道より５ポイント以上高い傾向を示した質問事項

○ 小学校・中学校共通

＊ 家の手伝いをしている。

○ 小学校のみ

＊ 家で学校の宿題をしている。

＊ 学校や塾の先生・家の人以外の地域の大人と一緒に遊んだり、勉強を教えてもらった

りすることがある。

＊ 学校のきまりを守っている。

＊ 普段の授業では、本やインターネットを使って、グループで調べる活動をよく行って

いると思う。

＊ 普段の授業では、自分の考えを発表する機会が与えられていると思う。

＊ 普段の授業では、学級の友達との間で話し合う活動をよく行っていると思う。

＊ 算数の勉強は大切だと思う。

＊ 算数の授業の内容はよく分かる。

＊ 算数の授業で新しい問題に出合ったとき、それを解いてみたいと思う。

＊ 算数の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考える。

＊ 算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う。

○ 中学校のみ

＊ 家の人と学校での出来事について話をしている。
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◆ 苫前町の児童生徒が全道より２０ポイント以上低い傾向を示した質問事項

○ 小学校・中学校共通

＊ 学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日当たり１時間以上勉強をする。

○小学校のみ

＊ 毎日、同じくらいの時刻に寝ている。

＊ 学校が休みの日に、１日当たり１時間以上勉強をする。

＊ 自分で計画を立てて、家で勉強している。

＊ 国語の授業で意見などを発表するとき、うまく伝わるように話の組み立てを工夫して

いる。

○ 中学校のみ

＊ 家で学校の授業の予習をしている。

＊ 国語の授業で自分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように気をつけて書いてい

る。

＊ 国語の問題において、解答を文章で書く問題の時、全ての問題で最後まで解答を書こ

うと努力した。

＊ 数学の勉強は好きである。

＊ 数学の授業で公式やきまりを習うとき、その根拠を理解するようにしている。

＊ 数学の問題では、言葉や式を使って最後まで解答を書こうと努力した。

＊ 理科の勉強は大切であると思う。

＊ 理科の授業の内容はよく分かる。

＊ 理科の授業で、自分の考えをまわりの人に説明したり発表したりしている。

＊ 理科の授業で、自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てている。
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〔 児童生徒質問紙から読み取れる傾向 〕

質問内容 児 童 生 徒

＜月～金曜日＞の起きる時刻（最多） ６時半～７時 ６時半～７時

＜月～金曜日＞の寝る時刻（最多） ２２時～２３時 ２２時～２３時

睡眠時間 ７～９時間 ７～８時間

２時間以上 ８４％ ４４％月～金曜日、１日あたり

「テレビやビデオ・ＤＶＤ」を

見たり、聞いたりする時間 ４時間以上 ４２％ １８％

１時間以上 ６３％ ４７％月～金曜日、１日あたり

「テレビゲーム」をする

時間 ４時間以上 １６％ ２１％

１時間以上 ５８％ ５０％月～金曜日、１日あたり

「インターネット」をする

時間 ４時間以上 ５％ ２４％

携帯電話を持っている ２１％ ３５％

月～金曜日、１日あたり

学校以外での学習時間（１時間以上）
１６％ １５％

休日１日あたりの学習時間（1時間以上） ２６％ ２９％

学習塾（家庭教師含む）で勉強している １１％ １５％

３０分以上 ３２％ ３８％
月～金曜日、１日あたり

読書をする時間
２時間以上 ０％ ０％

昼休みや放課後、休日に、本を読んだり、

借りたりするために、学校図書館や地域の

図書館へ月１回以上行く

２１％ ２４％
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〔 質問紙調査の結果 〕

＜学習に対する関心・意欲・態度＞

○ 「国語の勉強が好きですか」の質問では、「好き」・「どちらかといえば好き」の割合は、

全道と比べ小学生はほぼ同じであったが、中学生では低い結果であった。

○ 「算数・数学の勉強が好きですか」の質問では、「好き」・「どちらかといえば好き」の

割合は、全道と比べ小学生では高かったが、中学生は低い結果であった。

○ 「理科の勉強が好きですか」の質問では、「好き」・「どちらかといえば好き」の割合は、

全道よりも低い結果であった。

＜学習時間等＞

○ 学校の授業時間以外の勉強時間（月～金曜日）は、全道より低い結果であった。

○ 学校の宿題をしている児童生徒の割合は、全道と比べ小学生では高かったが、中学生は低

い結果であった。

○ 読書が好きな児童生徒の割合は、全道と比べ中学生はほぼ同じであったが、小学生では低

い結果であった。

○ １日あたり３０分以上読書をする児童生徒の割合は、全道と比べ中学生では高かったが、

小学生は低い結果であった。

＜基本的生活習慣＞

○ 朝食を毎日食べている児童生徒の割合は、全道と比べほぼ同じであった。

＜家庭でのコミュニケーション＞

○ 家の人と学校での出来事について話をする児童生徒の割合は、全道と比べ中学生では高か

ったが、小学生は低い結果であった。


